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■ はじめに 
日本は廃棄物の処理やリサイクルの技術に優れていま

すが、廃棄物の需要に合わせたリサイクルが必ずしも行
われていない状況もしばしばみられます。リサイクルの推
進には、需要と供給のマッチングが重要です。廃棄物分
野へのIoT（Internet of Things）の導入により、このマッチン
グがはるかに効率的に行われる可能性があると考えられ
ます。センサーの導入によって、廃棄物の量と質が常に
把握できれば、その最も効果的な活用の可能性が高まり
ます。適材を適所に輸送するための効率的な物流にも、
IoTは役に立つものと考えられます。 
一方、少子高齢化を背景とした労働人口の減少により、

廃棄物処理・リサイクル業界においても、人手不足の問題
が顕在化しつつあります。効率化は、労働の省力化の観
点でも重要です。 
これらの課題に対し、産官学の連携により技術的、制度

的な検討を行うことで、IoTを強力なツールとして廃棄物の
処理・リサイクルを高度化し、資源の保全、温室効果ガス
の排出削減、廃棄物ビジネスの飛躍に繋げることを目指し
ています。 

 
■ 活動内容 
１．廃棄物処理・リサイクルIoT導入促進協議会 
平成28年8月に、産官学の連携による廃棄物処理・リサ

イクルIoT導入促進協議会が設立されました。協議会には、
発起人5名の所属する5つの研究機関・大学に加えて、平
成29年10月1日時点で54機関が参加しています。これま
での活動及び今後の予定は下記の通りです。 

 
 

２．ワーキンググループによる検討内容 
 事業に繋がる具体的な検討を進めるため、以下の4つの
ワーキンググループを設置し、それぞれに関心を持つ機
関が参加しています。 
□低炭素化ワーキング 
中間処理等の低炭素化に資するIoT導入事業の創出を

目指します。 

 
□ロジスティクス高度化ワーキング 

静脈物流にIoTを導入することで、高度化を図るとともに、

課題解決に資する事業の創出を目指します。 

 
□新規事業創出ワーキング 

IoT 導入を前提に生み出される、車両や機材等のシャ
アリングシステム、破砕選別プラントの高度化等の新規事
業の創出を目指します。 
□海外事業促進ワーキング 
諸外国への廃棄物処理・リサイクル事業の展開に資す

る、IoT 導入案件の創出を目指します。 
 
協議会ホームページ http://iot-recycle.com/ 
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■ はじめに 
 我が国は、今日の豊かで快適な生活を得るために、これ
まで様々な公害の悲劇を経験してきました。近年は、毒性
を示す化学物質に対しては管理体制が構築されており、
環境汚染を未然に防止する方策が講じられています。し
かしながら、毎年生産されている化学物質は約１０万種と
言われ、新しい化学物質が年々開発されています。こうし
た化学物質の多くは問題が表面化するまでに時間がかか
り、適正なリスク管理が大きな課題となっています。環境試
料バンクは、環境を代表する各種試料の体系的保存と、
試料中の化学物質濃度の測定により、５０年にわたる長期
的なトレンドをモニタリングすることで、化学物質のリスクを
管理する手法です。国立環境研究所では、この環境試料
バンクを「環境試料タイムカプセル」と呼び、将来起こりうる
新たな化学物質による環境問題のリスク評価や、新規に
開発される高度な分析法による汚染物質のリスク評価に
利用されることを想定して、環境試料の長期凍結保存と研
究を実施しています。 

 

■ 活動内容 
１．環境試料の採取・調整・凍結保存 
環境試料タイムカプセルでは、将来の新たな化学物質

による環境汚染問題に対応するために、魚類や貝類、海
底堆積物、大気粉塵試料、母乳など、様々な環境情報を
蓄積した試料を収集し、保存しています。採取した試料は
変質・変色を最小限に抑え、さらに人為的な汚染のない
環境で作成しています。採取した試料はできるだけ低温
に保ち、現場や実験室で一旦凍結した試料は、その後解
凍することなく、凍結粉砕法により微粉末にしています。 
国立環境研究所では、1979年から環境試料の長期保

存を行ってきましたが、２００４年までは−２０℃冷凍室での
保存が主体でした。−２０℃では一部の化学物質は不安定
になり、長期保存が困難でした。しかし環境試料タイムカ
プセル棟の完成によって、２００４年からは液体窒素雰囲
気下（−１５０℃以下）で、安定的に長期凍結保存を実施し
ています。 
２．品質保証・品質管理 
微粉末化した各環境試料の均質性は粒度分布と金属

元素の定量分析で確認しています。通常、既存の凍結粉
砕法で微粉末化された試料の粒径の中心は約５０ミクロン
です。また一部の化学物質については液体窒素雰囲気 
 

 
下での安定性試験を実施したり、定期的に実験室や粉砕
過程での汚染検査を行ったりしています。 
３．化学物質や元素の長期モニタリング 
 化学物質に関する国際条約（ストックホルム条約・水俣条
約）やオイル漏れ事故のような化学物質による環境汚染問
題に対応するために、保存している環境試料中の残留性
汚染物質や重金属、または放射性元素の測定を行ってい
ます。近年では有機塩素系化合物に加えて、有機フッ素
系化合物のモニタリングや、東日本大震災時には、多環
芳香族炭化水素や放射性元素のモニタリングを継続し、
汚染の深刻度や環境修復程度の把握を行いました。 
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